山形県作業療法士会　庄内支部総会
2022年1月9日
1. 今年度の総括
(1) 7月21日　第1回庄内支部研修会　事例検討2例
(2) 9月22日　第2回庄内支部研修会　事例検討2例
(3) 11月17日　第3回庄内支部研修会　兼第2回地域支援事業・介護報酬改定に関する情報交換会
(4) 11月26日　第4回庄内支部研修会　庄内支部・村山支部合同研修会・MTDLP
(5) 12月15日　第5回庄内支部研修会　事例検討3例
1 若手の事例報告
1. 今年度から、案内文章作成など実行委員会での役割分担移行している。→実行委員の業務分散
2. また抄録規定も送り、それに応じて抄録を作成してもらっている。→県学会の発表形式に合わせ、次のステップアップ(県学会発表)に生かすために行っている
2 庄内支部・その他の事業
1. 認知症フォーラムはコロナの影響で中止、MTDLP研修会は、村山支部と合同で行った。
3 その他
1. 今年度1回目で庄内支部の研修会情報を載せたFAX送信を辞めたが、ホームページをきちんと見ていない会員が多いという他の支部や他の理事からの意見もあった。他の支部でも行っていたメール登録に切り替え、ホームページに研修会情報が出たり、会員にお知らせする研修会情報以外の内容を伝えている。
2. 今年度から始めて行った代議員制。代議員の選出だけになってしまい、総会に対しての意見集約ができず、総会に参加のみの状態で出席させてしまった。
2. 来年度の方針
(1) 若手の事例報告
1 来年も原則オンラインとする。(今まで対面での研修会は病院を借りて行っていたが、コロナが世間的に落ち着いてきても、病院の部屋を借りての研修会開催は、おそらく病院側として当分の間、認められない、また実技や交流がメインでなければ、オンラインでも事例報告は可能)
2 来年度からはミニレクチャーを入れていく。
3 計画としては、今年度のような対応でどうか。7月、9月、12月。
(2) 庄内支部の上記以外の研修会
1 地域ケア会議資質向上研修会、MTDLP研修会は今年度同様、継続して対応していく。
2 認知症フォーラムは、コロナの状況をふまえ、対応していく。
(3) その他
1 [bookmark: _GoBack]今年度から開始したメールでの情報発信は続けます。情報は庄内支部の研修会情報だけでなく、山形県作業療法学会にでている研修会情報・研修会以外の会員へのお知らせなどを伝えていく。また何かそれ以外でも支部にいる皆様に貢献できる情報共有システムがないか、検討を続けていく。
2 来年の山形県作業療法士会総会に向けて、代議員を選任し、皆様の意見が総会に出せるように、対応していく。
3 差来年度、庄内が担当で第30回山形県作業療法学会を行う。庄内支部の皆様には、何かしらの協力が必要です。その時には協力お願いしたい。
